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2006 年 7 月 3 日（月）～7 日（金）

  国立京都国際会館 



環境経済・政策学会 2006 年大会 スケジュール 
 

会 場 

国立京都国際会館 
SEEPS-A 会場（Room 103） SEEPS-B 会場（Room 104） 

7 月 4 日（火） 

11:30～13:00 
A-1 流域資源管理 B-1 エネルギー・資源と環境 

7 月 4 日（火） 

14:30～16:15 
A-2 環境経営・環境会計・環境監査 B-2 環境経済理論 

7 月 5 日（水） 

08:45～10:30 
A-3 アジアおよび途上国の環境問題(1) B-3 公共事業(社会資本整備)と環境政策 

7 月 5 日（水） 

14:00～15:45 
A-4 アジアおよび途上国の環境問題(2) B-4 環境保全意識とライフスタイル 

7 月 5 日（水） 

16:15～18:00 
A-5 アジアおよび途上国の環境問題(3) B-5 コモンズ 

7 月 6 日（木） 

08:45～10:30 
A-6 地球温暖化問題とその対策(1) B-6 循環型社会・廃棄物・リサイクル(1) 

7 月 6 日（木） 

14:00～15:45 
A-7 地球温暖化問題とその対策(2) B-7 循環型社会・廃棄物・リサイクル(2) 

7 月 6 日（木） 

16:15～18:00 
A-8 地球温暖化問題とその対策(3) B-8 循環型社会・廃棄物・リサイクル(3) 

7 月 7 日（金） 

08:45～10:30 
A-9 自由 B-9 循環型社会・廃棄物・リサイクル(4) 

7 月 7 日（金） 

14:00～15:45 
A-10 環境評価と環境資源勘定(1) B-10 環境政策の国際比較・国際環境協力 

7 月 7 日（金） 

16:15～18:00 
A-11 環境評価と環境資源勘定(2) B-11 自然保護・アメニティ 

学会総会 7 月 5 日（水）12:30～14:00 SEEPS-C 会場（Room E） 

７月３日（月）12:00～14:30 （Room K） 

７月４日（火）13:10～14:10 （Room D） 理事会 

７月６日（木）12:40～13:40 （Room K） 

注：SEEPS-A、SEEPS-B、SEEPS-C の各会場の部屋番号等については、後日に学会ウェブサイトに掲載予定です。 

 

 

以下は世界大会と共通です。2006 年大会参加者は世界大会の全日程に参加可能です。 

世界大会の詳細は世界大会のサイト(http://www.worldcongress3.org/)をご参照ください。 

7 月 3 日（月） ウェルカムパーティ 

7 月 5 日（水） ガラディナー 

7 月 6 日（木） ソーシャル・イベント 

 

大会事務局 

 

早稲田大学政治経済学部 栗山浩一研究室 

〒169-8050 東京都新宿区西早稲田 1-6-1 早稲田大学政治経済学術院 

TEL/FAX 03-5286-9822、kkuri ＠ waseda．jp 

注：大会プログラムは変更になることがあります。最新のプログラムについては学会ウェブサイトを参照してください。 

学会ウェブサイト http://wwwsoc.nii.ac.jp/seeps/ 
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環境経済･政策学会2006年大会プログラム 

7 月 4 日（火）11:00～12:30 

A-1 流域資源管理  Room SEEPS-A  

 座長 藤田香（桃山学院大学） 

1 自然再生事業における生態リスク評価・管理政策に関する検討－釧路湿原自然再生事業への北米の枠組み規制型生態リスク

アセスメント制度の適用可能性－ 

 ○二宮(島田)咲子（東京大学）、原元利浩（環境管理センター）、王寧（環境管理センター）、尹順子（環境管理センター）、

鬼頭秀一（東京大学） 

 討論者 大野智彦（京都大学） 

2 社会関係資本への政策的投資としての流域連携支援 

 ○大野智彦（京都大学） 

 討論者 藤田香（桃山学院大学） 

3 地域共有資源の持続可能な利用のためのパートナーシップの構築と費用負担：サロマ湖流域の資源・環境問題への接近 

 ○藤田 香（桃山学院大学）、大塚健司（アジア経済研究所） 

 討論者 真田康弘（神戸大学） 

4 国際捕鯨規制の起源と日本：戦前・戦後の捕鯨条約とのかかわりから 

 ○真田康弘（神戸大学） 

 討論者 二宮(島田)咲子（東京大学） 

B-1 エネルギー・資源と環境  Room SEEPS-B  

 座長 和田喜彦（同志社大学） 

1 オーストラリア・カカドゥ国立公園内のウラン鉱山開発の環境影響 

 ○和田喜彦（同志社大学）、岸基史（同志社大学） 

 討論者 岩田和之（上智大学） 

2 地球温暖化対策としての省エネ法の効果分析 

 有村俊秀（上智大学）、○岩田和之（上智大学） 

 討論者 若井郁次郎（大阪産業大学） 

3 環境分析用産業連関表をベースとした滋賀県の二酸化炭素排出量の推計 

 ○若井郁次郎（大阪産業大学）、小幡範雄（立命館大学）、吉田徹（滋賀県産業支援プラザ） 

 討論者 中野諭（慶應義塾大学） 

4 わが国における住宅用太陽光発電装置のCO2削減効果と補助金政策の評価  

 ○中野 諭（慶應義塾大学）、吉岡完治（慶應義塾大学産業研究所） 

 討論者 和田喜彦（同志社大学） 

 

7 月 4 日（火）14:00～15:45 

A-2 環境経営・環境会計・環境監査  Room SEEPS-A  

 座長 藤井良広（上智大学） 

1 日本企業における温暖化ガス排出削減費用の把握状況 

 ○一方井誠治（京都大学）、石川大輔（京都大学）、大堀秀一（京都大学） 

 討論者 岡野雅通（大阪大学） 

2 環境効率指標の要因分析による企業の環境対策の比較分析 

 ○岡野雅通（大阪大学） 

 討論者 藤井良広（上智大学） 

3 金融機関の環境リスク評価について 

 ○藤井良広（上智大学） 

 討論者 城戸幸子（福岡県大野城市役所） 

4 地域通貨の普及と流通に関する事例研究 

 ○城戸幸子（福岡県大野城市役所） 

 討論者 一方井誠治（京都大学） 
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B-2 環境経済理論  Room SEEPS-B  

 座長 西村一彦（日本福祉大学） 

1 消費財に由来する環境負荷の量と支出額との乖離－｢乖離度｣の概念、ジニ係数による乖離度測定の方法論及び実測－ 

 ○中村昌広（北九州市立大学）、乙間末廣（北九州市立大学）、藤田敏之（九州大学） 

 討論者 西村一彦（日本福祉大学） 

2 デザイン効果の内部化を伴うリサイクリング・システムの動学的性質 

 ○西村一彦（日本福祉大学） 

 討論者 生原匠（神戸大学） 

3 Trade Liberalization, Public Abatement, and Welfare: A Note 

 ○生原 匠（神戸大学） 

 討論者 後藤大策（九州大学） 

4 貸手責任の汚染事故抑止効果とモラルハザード 

 ○後藤大策（九州大学） 

 討論者 生藤昌子（大阪大学） 

5 Natural Disasters in a Two-Sector Model of Endogenous Growth 

 ○生藤昌子（大阪大学）、堀井亮（大阪大学） 

 討論者 中村昌広（北九州市立大学） 

 

7 月 5 日（水）08:45～10:30 

A-3 アジアおよび途上国の環境問題(1)   Room SEEPS-A  

 座長 大塚健司（アジア経済研究所） 

1 中国淮河流域の水汚染問題再考 

 ○大塚健司（アジア経済研究所） 

 討論者 孫穎（京都大学） 

2 中国における循環経済政策の到達点と課題 

 ○孫穎（京都大学） 

 討論者 大野敦（広島大学） 

3 東アジアにおける国際環境協力と社会的環境管理能力 

 ○大野敦（広島大学）、松岡俊二（広島大学） 

 討論者 アーメドサロワロ（長崎大学） 

4 Socio-Environmental Impact Assessment of Banning Polythene Shopping Bags in Dhaka City  

 ○アーメド サロワロ（長崎大学）、後藤惠之輔（長崎大学） 

 討論者 櫻井武司（農林水産政策研究所） 

5インドにおける森林の多面的機能の実証 

 ○櫻井武司（農林水産政策研究所）、夏原和美（福岡県立大学） 

 討論者 大塚健司（アジア経済研究所） 

B-3 公共事業(社会資本整備)と環境政策  Room SEEPS-B  

 座長 碓井健寛（創価大学） 

1 Current states and problems of environmental evaluation use in public works evaluation －A  case study on the agricultural 

farm village maintenance business－ 

 ○佐藤良一（新潟県長岡地域振興局） 

 討論者 碓井 健寛（創価大学） 

2 マテリアルリサイクルとサーマルリカバリーのトレードオフ －自治体の分別選択の意思決定に関する要因分析 

 ○碓井健寛（創価大学） 

 討論者 山本桂香（科学技術政策研究所） 

3 ヒートアイランド現象の緩和対策－都市の高温化対策－ 

 ○山本桂香（科学技術政策研究所） 

 討論者 金子正（早稲田大学） 

4 都市のコンパクト性の評価とその応用 

 永田勝也（早稲田大学）、永井祐二（早稲田大学）、小野田弘士（早稲田大学）、片野光裕（早稲 田大学）、○金子正
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（早稲田大学） 

 討論者 佐藤良一（新潟県長岡地域振興局） 

 

7 月 5 日（水）14:00～15:45 

A-4 アジアおよび途上国の環境問題(2)   Room SEEPS-A  

 座長 時政勗（広島修道大学） 

1 中国に対する環境・経済の両面で効果的な技術移転に関する分析 

 ○野口綾也（東京工業大学）、増井利彦（国立環境研究所） 

 討論者 矢口 優（拓殖大学） 

2 大気環境物質排出抑制の決定因-日本と中国におけるSO2、CO2排出データによる分析 

 ○矢口 優（拓殖大学） 

 討論者 山下哲平（広島大学） 

3 CO2排出量を規定する社会経済構造分析―東南アジア諸国のクロスカントリー分析からみたインドネシアの社会的環境管理能

力の現状― 

 ○山下哲平（広島大学）、松岡俊二（広島大学） 

 討論者 時政勗（広島修道大学） 

4 中国における排出権取引の便益推定について 

 羅朝揮（広島修道大学）、○時政勗（広島修道大学） 

 討論者 野口綾也（東京工業大学） 

B-4 環境保全意識とライフスタイル  Room SEEPS-B  

 座長 大橋照枝（麗澤大学） 

1 インドネシアにおける環境親和的開発に関する考察‐地方分権時代における地域生活者の役割と持続的発展の可能な社会の

構築‐ 

 ○神頭成禎（兵庫県立大学） 

 討論者 品田知美（立教大学） 

2 メディア利用と環境意識・行動 

 栗林敦子（ニッセイ基礎研究所）、青柳みどり（国立環境研究所）、鄭躍軍（総合地球環境学研究所）、○品田知美（立教

大学） 

 討論者 大橋照枝（麗澤大学） 

3 持続可能な人間満足度尺度（ＨＳＭ＝Ｈｕｍａｎ Ｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎ Ｍｅａｓｕｒｅ）Ｖｅｒ.３について 

 ○大橋照枝（麗澤大学）、ホン グエン（東京大学） 

 討論者 佐々木健吾（京都大学） 

4 CISD（Composite Index of Sustainable Development）の構築 

 ○佐々木健吾（京都大学） 

 討論者 金森有子（京都大学） 

5 世帯分類別の環境負荷発生量について 

 ○金森有子（京都大学）、松岡 譲（京都大学） 

 討論者 神頭成禎（兵庫県立大学） 

 

7 月 5 日（水）16:15～18:00 

A-5 アジアおよび途上国の環境問題(3)   Room SEEPS-A  

 座長 白川博章（名古屋大学） 

1 砂漠化対処のための政府の能力分析：モンゴル国を事例として 

 ○小松悟（広島大学）、松岡俊二（広島大学） 

 討論者 白川博章（名古屋大学） 

2 中国における農業余剰労働力の評価と省間人口に関する研究 

 ○白川博章（名古屋大学）、井村秀文（名古屋大学）、韓驥（名古屋大学） 

 討論者 魯芳（立命館大学） 

3 中国におけるアスベスト使用の現状と課題に関する研究Research of China’s Asbestos  

 present condition and problem 
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 ○魯芳（立命館大学）、坂野桃子（上海テピア総合研究所）、周イ生（立命館大学） 

 討論者 浅井真康（筑波大学） 

4 タイにおけるIPM（総合的有害生物管理）技術普及プログラムの現段階と課題タイ中部サラブリ県での取り組みを事例として 

 ○浅井真康（筑波大学）、徳永澄憲（筑波大学） 

 討論者 小松悟（広島大学） 

B-5 コモンズ  Room SEEPS-B  

 座長 室田武（同志社大学） 

1 地域社会における漁業者の植樹運動の実態―コモンズとしての「漁民の森」― 

 ○田村典江（アミタ持続可能経済研究所）、嶋田大作（京都大学）、森元早苗（岡山商科大学）、 

 三俣学（兵庫県立大学）、室田武（同志社大学） 

 討論者 室田武（同志社大学） 

2 入会権と環境保全―最近の係争事例に学ぶ 

 ○室田武（同志社大学） 

 討論者 嶋田大作（京都大学） 

3 京都市山国地区における集落共有林管理制度の実態－伝統的森林コモンズの現状と課題－ 

 ○嶋田大作（京都大学）、三俣学（兵庫県立大学）、森元早苗（岡山商科大学）、田村典江（アミタ持続可能経済研究所）、

室田武（同志社大学） 

 討論者 森元早苗（岡山商科大学） 

4 利用・管理形態の違いにみる森林管理に対する意識の比較－京都市右京区山国地区での私有林と共有林を事例として－ 

 ○森元早苗（岡山商科大学）、嶋田大作（京都大学）、田村典江（アミタ株式会社）、三俣学（兵庫 

 県立大学）、室田武（同志社大学） 

 討論者 原田禎夫（大阪商業大学） 

5 共同資源管理における意思決定の構造分析 

 塩津ゆりか（同志社大学）、○原田禎夫（大阪商業大学）、森元早苗（岡山商科大学）、米崎克彦（同志社大学） 

 討論者 田村典江（アミタ持続可能経済研究所） 

 

7 月 6 日（木）08:45～10:30 

A-6 地球温暖化問題とその対策(1)   Room SEEPS-A  

 座長 亀山康子 

1 Role of Voluntary action in facilitating Assessment, monitoring, and response in regard to greenhouse gas emissions 

 ○山本芳華（University College Dublin）、Frank Convery（University College Dublin）、Susana Ferreira（University 

College Dublin） 

 討論者 亀山康子（国立環境研究所） 

2 シナリオプラニングアプローチを用いた気候変動問題に関する将来枠組み分析 

 ○亀山康子（国立環境研究所）、田村堅太郎（地球環境戦略研究機関）、高村ゆかり（龍谷大学）、蟹江憲史（東京工業

大学）、渡邉理絵（地球環境戦略研究機関） 

 討論者 中嶌一憲（東北大学） 

3 カタストロフ・リスクを考慮した温暖化影響の危険な水準に関する考察 

 ○中嶌一憲（東北大学）、林山泰久（東北大学）、森杉壽芳（東北大学） 

 討論者 松本健一（関西学院大学） 

4 China's Potential Roles on Climate Change Measures: Concept of Multi-Agent Model 

 ○松本健一（関西学院大学） 

 討論者 西本裕美（京都大学） 

5 気候変動対策における長期目標とポスト京都目標 

 ○西本裕美（京都大学）、松岡 譲（京都大学）、肱岡靖明（国立環境研究所） 

 討論者 山本芳華（University College Dublin） 

B-6 循環型社会・廃棄物・リサイクル(1)   Room SEEPS-B  

 座長 李秀澈（名城大学） 

1 韓国の生産者責任再活用制度―家電リサイクルの生産者費用負担とリサイクルインセンティブ機能― 

 ○李秀澈（名城大学） 
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 討論者 斎藤茜（福島市役所） 

2 日本とドイツにおける容器包装リサイクル制度の効果検証 

 ○斎藤茜（福島市役所）、井上博夫（岩手大学） 

 討論者 小清水勇（早稲田大学） 

3 容器包装を中心とした一般廃棄物収集における経費と環境負荷の算出方法のモデル化に関する検討 

 永田勝也（早稲田大学）、小野田弘士（早稲田大学）、風間祥吾（早稲田大学）、○小清水勇（早 稲田大学） 

 討論者 李松林（関東学院大学） 

4 自治体の容器包装リサイクル費用における拡大生産者責任制度の導入可能性 

 ○李松林（関東学院大学）、安田八十五（関東学院大学） 

 討論者 李秀澈（名城大学） 

 

7 月 6 日（木）14:00～15:45 

A-7 地球温暖化問題とその対策(2)   Room SEEPS-A  

 座長 明日香壽川（東北大学） 

1 生物多様性保全と気候変動対策のインターリンケージ――国際制度と国内政策を比較・評価する 

 ○石井敦（東北大学） 

 討論者 黒沢厚志（エネルギー総合工学研究所） 

2 気候変動の世界地域別寄与度とブラジル提案（３） 

 ○黒沢厚志（エネルギー総合工学研究所）、友田利正（地球環境産業技術研究機構） 

 討論者 石井敦（東北大学） 

3 Application of carbon finance schemes for Research and Development activities 

 ○山口建一郎（三菱総合研究所）、青柳雅（三菱総合研究所） 

 討論者 明日香壽川（東北大学） 

 4 将来枠組み提案：メニューアプローチによるマルチステージおよびセクター目標の導入 

 ○明日香壽川（東北大学）、甲斐沼美紀子（国立環境研究所）、須藤智徳（地球環境研究戦略機関 ）、木村ひとみ（地

球環境研究戦略機関） 

 討論者 伊藤幸喜（東北大学） 

5 道路特定財源の見直しと環境税導入の連関 

 ○伊藤幸喜（東北大学） 

 討論者 山口建一郎（三菱総合研究所） 

B-7 循環型社会・廃棄物・リサイクル(2)   Room SEEPS-B  

 座長 山川肇（京都府立大学） 

1 都市ごみ焼却事業のベンチマーキング分析 

 ○山川肇（京都府立大学） 

 討論者 花嶋温子（大阪産業大学） 

2 廃棄物の広域輸送に関する実践的課題の考察 

 ○花嶋温子（大阪産業大学）、藪下義文（シダックス株式会社）、若井郁次郎（大阪産業大学） 

 討論者 吉田綾（国立環境研究所） 

3 日本からの循環資源輸出―バーゼル法と廃棄物処理法に関する現状と課題 

 ○吉田綾（国立環境研究所） 

 討論者 村上進亮（国立環境研究所） 

4 E-Wasteの国際循環に見る資源性と有害性 

 ○村上進亮（国立環境研究所）、吉田 綾（国立環境研究所）、村上理映（国立環境研究所）、寺園 淳（国立環境研究

所） 

 討論者 山川肇（京都府立大学） 

 

7 月 6 日（木）16:15～18:00 

A-8 地球温暖化問題とその対策(3)   Room SEEPS-A  

 座長 青柳みどり 
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1 CO2温暖化説は間違っている 

 ○槌田敦（高千穂大学） 

 討論者 明日香壽川（東北大学） 

2 地球温暖化懐疑論の構造分析 

 ○明日香壽川（東北大学）、吉村純（気象研究所）、増田耕一（地球環境フロンティア研究センタ ー ）、河宮未知生（地

球環境フロンティア研究センター ）、小倉正（元NGOスタッフ）、江守正多（国立環境研究所）、高橋潔（国立環境研究

所）、野沢徹（国立環境研究所）、伊勢武史(ハーバード大学） 

 討論者 山口克也（山口総合政策研究所） 

3 ポスト京都議定書における世界化石資源管理機構の提案A proposal of a world fossile resource managing organization for the 

Post-Kyoto Protocol 

 ○山口克也（山口総合政策研究所） 

 討論者 青柳みどり（国立環境研究所） 

4 気候変動問題をめぐる一般の人々の理解と行動について～グループインタビュー調査結果からの考察～ 

 ○青柳みどり（国立環境研究所）、栗林敦子（ニッセイ基礎研究所）、品田知美（立教大学） 

 討論者 槌田敦（高千穂大学） 

B-8 循環型社会・廃棄物・リサイクル(3)   Room SEEPS-B  

 座長 寺園淳（国立環境研究所） 

1 台湾における有害廃棄物の輸出入管理政策 

 ○村上理映（国立環境研究所）、小島道一（アジア経済研究所）、寺園 淳（国立環境研究所） 

 討論者 寺園淳（国立環境研究所） 

2 日本と中国における廃プラスチックの国内・国際フロー 

 ○寺園淳（国立環境研究所）、吉田綾（国立環境研究所）、森口祐一（国立環境研究所）、村上理映（国立環境研究所） 

 討論者 辻稔郎（大阪国際大学） 

3 Environmental and Economic Accounting Dynamics Model の開発に関する基礎的考察 

 ○辻稔郎（大阪国際大学） 

 討論者 大窪和明（東北大学） 

4 廃棄物市場における均衡価格分析 

 ○大窪和明（東北大学）、稲村肇（東北大学）、加河茂美（東北大学） 

 討論者 村上理映（国立環境研究所） 

 

7 月 7 日（金）08:45～10:30 

A-9 自由  Room SEEPS-A  

 座長 倉阪秀史（千葉大学） 

1 「汚染者負担原則」の法過程的分析 

 鶴田順（海上保安大学校）、○久保田泉（国立環境研究所） 

 討論者 張珂（松山大学） 

2 中国の「循環経済」の発展と影響～中国の持続可能な経済発展について～ 

 ○張 珂（松山大学） 

 討論者 大石太郎（京都大学） 

3 厚生経済学の環境の価値にかかわる３つの「評価」概念 

 ○大石太郎（京都大学） 

 討論者 倉阪秀史（千葉大学） 

4 環境制約下の経済ルールの一般原則について 

 ○倉阪秀史（千葉大学） 

 討論者 梅津千恵子（総合地球環境学研究所） 

5 INDUSTRIALIZATION OF AGRICULTURE AND THE ENVIRONMENT: THE LIVESTOCK  

 Ujjayant Chakravorty（Central Florida University）、○梅津千恵子（総合地球環境学研究所） 

 討論者 久保田泉（国立環境研究所） 

B-9 循環型社会・廃棄物・リサイクル(4)   Room SEEPS-B  

 座長 松本茂（関西大学） 
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1 自由記述法による循環型社会のイメージ調査 

 ○橋本征二（国立環境研究所）、森口祐一（国立環境研究所）、田崎智宏（国立環境研究所） 

 討論者 松本茂（関西大学） 

2 遵守と施行： 産業廃棄物処理業の場合 

 ○松本茂（関西大学） 

 討論者 青木玲子（環境管理センター） 

3 廃棄物処理業者における環境マネジメント（優良性評価制度およびエコアクション２１の活用を通して） 

 ○青木玲子（環境管理センター） 

 討論者 チョンソンウ（北海道大学） 

4 韓国における拡大生産者責任(Extended Producer Responsibility)の適用と特質：E-wasteの場合  

 ○チョンソンウ（北海道大学） 

 討論者 橋本征二（国立環境研究所） 

 

7 月 7 日（金）14:00～15:45 

A-10 環境評価と環境資源勘定(1)   Room SEEPS-A  

 座長 姫野順一（長崎大学） 

1 Convolutions Approachの選択型実験における利用 

 ○大床太郎（神戸大学） 

 討論者 諏訪竜夫（北海道大学） 

2 クーン・タッカー・モデルによる市民の国立公園に対する選好の把握 

 ○諏訪竜夫（北海道大学） 

 討論者 井元智子（九州大学） 

3 西表島における自然環境保全と観光の両立可能性 

 ○井元智子（九州大学）、下村彰男（東京大学）、熊谷洋一（東京農業大学）、矢部光保（九州大学） 

 討論者 姫野順一（長崎大学） 

4 諫早干拓と諫早干潟を事例とした環境評価の政策利用 

 ○姫野順一（長崎大学） 

 討論者 大床太郎（神戸大学） 

B-10 環境政策の国際比較・国際環境協力  Room SEEPS-B  

 座長 林希一郎（名古屋大学） 

1 リアルオプション分析を活用した新薬Ｒ＆Ｄの推計に基づく生物資源の金銭的利益配分に関する事例研究 

 ○林希一郎（名古屋大学） 

 討論者 福原由美（広島大学） 

2 EU都市環境政策における支援方策の特質に関する考察－東アジアにおける社会的環境管理能力の育成と広域調整の枠組

み構築を念頭において－ 

 ○福原由美（広島大学）、松岡俊二（広島大学） 

 討論者 Yu Jun（立命館大学） 

3 日中CDMプロジェクト協力における障害に関する評価研究 

 ○Yu Jun（立命館大学） 

 討論者 林希一郎（名古屋大学） 

 

7 月 7 日（金）16:15～18:00 

A-11 環境評価と環境資源勘定(2)   Room SEEPS-A  

 座長 林岳（農林水産政策研究所） 

1 タイにおける水勘定表の推定と応用一般均衡モデルへの適用 

 ○小野塚智大（東京工業大学）、増井利彦（国立環境研究所） 

 討論者 奥山忠裕（政策研究大学院大学） 

2 環境評価における参照点依存型選好分析モデルの考察 

 ○奥山忠裕（政策研究大学院大学） 

 討論者 林岳（農林水産政策研究所） 
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3 環境改善ポテンシャル指標による農林業が持つ環境改善能力の評価 

 ○林岳（農林水産政策研究所）、山本充（小樽商科大学大学院）、高橋義文（北星学園大学） 

 討論者 齋藤文（みずほ情報総研） 

4 燃料電池自動車（FCV）がもたらす環境便益に対する支払意思額の調査 

 ○齋藤文（みずほ情報総研）、板岡健之（みずほ情報総研）、赤井誠（産業技術総合研究所） 

 討論者 小野塚智大（東京工業大学） 

B-11 自然保護・アメニティ  Room SEEPS-B  

 座長 朴勝俊（京都産業大学） 

1 保全意識の相違が狩猟獣管理にもたらす影響の経済的分析 

 ○河田幸視（慶應義塾大学） 

 討論者 稲垣雅一（計量計画研究所） 

2 有効な環境教育の種類についての一考察 －現在偏重型選好を有する個人の場合－ 

 ○稲垣雅一（計量計画研究所） 

 討論者 朴勝俊（京都産業大学） 

3 京町家と町並み景観政策～文化政策とソーシャルキャピタルの視点から～ 

 ○朴勝俊（京都産業大学） 

 討論者 八塚みどり（京都大学） 

4 自然保護と経済的基盤；和歌山県と奈良県の森林地域の比較 

 ○八塚みどり（京都大学） 

 討論者 河田幸視（慶應義塾大学） 
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会場のご案内 「国立京都国際会館」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜電車＞ 

関西国際空港から京都駅まで 75 分。

地下鉄烏丸線京都駅より 20 分。 

「国際会館駅」下車、徒歩 5 分。地下

鉄出入口 4-2（7：00A.M.～10：00P.M.）

をご利用ください。 

7：00A.M.～10：00P.M.以外は 3 出口

をご利用ください。 

 

＜車＞ 

京都駅からタクシーで 30 分。大阪国

際空港からタクシーで 1 時間 30 分。 

名神高速道路京都南 I.C.から平常時

40 分。京都東 I.C.から平常時 40 分。 

車でお越しのお客さまは、道路標識

“国立京都国際会館”を目印にお越し

ください。 

 

国立京都国際会館 

〒606-0001 京都市左京区宝ヶ池 

TEL: 075-705-1234  

FAX: 075-705-1100 

http://www.kich.or.jp/ 
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寺西 俊一 （一橋大学、大会実行委員長） 

鷲田 豊明 （上智大学） 

大沼あゆみ （慶應義塾大学） 

栗山 浩一 （早稲田大学、大会事務局） 

 
 

 12


